
 
資料３ 

 

台風１５号等における特徴的な市民生活への影響と実施した主な応急対策 

 

１ 長期停電 

   ・公民館、医療機関、福祉施設等でも停電が発生  

→ 電源車の配置、発電機の貸与、ＬＥＤランタン及びヘッドライトの配布 

 ・エアコンや冷蔵庫といった生活必需品が使用できない。 

→ 避難所での飲料水や食料の提供、エアコンの効いた公共施設の開放、暑さ対策のための大型

バスの配備、学校施設を活用した支援施設の設置 

 ・携帯電話等が使用できない。    

→ 携帯電話等の充電のため、公共施設や避難所等を開放 

・停電の長期化により健康被害等の懸念が大きくなった。 

→ 一時的な避難場所として無料で利用できる宿泊施設の用意 

 ・停電した地域ではスーパーマーケットなど店舗が影響できず、また、信号機消灯による交通網の

乱れもあり、停電していない地域でも品薄状態となる。 

  → 移動販売車による食料、日用品等の販売 

  ・在宅酸素療法の機器が停電で停止し、人的被害が発生した。 

  → 発電機の貸与 

 

２ 断水 

   ・停電よるポンプ停止の影響で断水が発生 

→ 給水車の配置、ペットボトルの配布 

 ・飲料水だけでなく、トイレや風呂・シャワーの水も使用できない。 

→ いきいきプラザ等の市施設のお風呂や銭湯を無料で開放 

 

３ 通信障害 

  ・電話だけでなく、電子機器も使用できない。 

→ 移動基地局の派遣、広報車による広報 

 

４ 高潮災害 

  ・避難誘導や陸閘（ゲート）閉鎖による交通規制等で市民生活へ大きな影響を及ぼす恐れがあった。 

   → 高潮（避難誘導・交通規制）の恐れについて市民周知 

 

５ 土砂崩れ 

  ・土砂崩れが起きた法面の上部に立地している家屋にさらなる危険が及ぶ恐れがあった。 

   → 被災宅地危険度判定の実施及び判定結果について市民周知 

 

６ 浸水被害 

  ・床上浸水が発生した。 

   → 消毒の実施 

 

 

 

 

 


